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はじめに 

 今回、尼崎市青年使節団の副団長として

アウクスブルク市への訪問に参加させてい

ただきました。建築職という職種上、国際

交流という分野とは縁がないと思っており

ましたので、お話をいただいた時は大変驚

きました。無事に団員達を引率できるだろ

うか、現地での職責を果たせるだろうか、

言葉の壁はどうしようかと不安は尽きませ

んでしたが、現在、市の景観形成に関わる

仕事を担当していることもあり、ドイツで

2 番目に古く約 2,000 年もの歴史を持つア

ウクスブルクのまちを訪れるということは、

私自身の見識を深めるためにも大変良い経

験になるという気持ちが上回り、来年には

60 周年を迎えるという姉妹都市交流のバ

トンをつなぐ機会を引き受けさせていただ

くことにしました。 

 

いざ、アウクスブルク市へ 

 台風 21号の影響により、予定していた関

西国際空港の利用が困難となり、訪問直前

でフライトや日程が変更になるなど、スム

ーズな旅立ちという状況ではありませんで

したが、ミュンヘン空港に降り立ち、アウ

クスブルク市職員や通訳の方々の温かいお

迎えを受けた瞬間、長時間のフライトによ

る疲れも一気に吹き飛ぶと同時に、使節団

としての一日が始まったのだと身の引き締

まる思いがしました。 

 到着の余韻に浸る間もなく、表敬訪問を

市庁舎「侯爵の間」で行いました。両市の

友好関係に関わる方々に囲まれた和やかな

雰囲気のなか、グリーブル市長から、歓迎

のご挨拶と共に台風被害に際してお見舞い

の言葉もいただきました。 

市庁舎とペルラッハ塔 

隣室の「黄金の間」に足を踏み入れると、

あまりの豪華さに感嘆の声が漏れ聞こえて

きました。建都

2000 年を機に

修復されたこの

部屋の天井高さ

は約 14ｍもあ

り、大理石の床

と黄金に輝く天

井、天窓から差

し込む光で荘厳

な雰囲気でした。 

黄金の間  

 

ホストファミリーとの対面～ホームステイ 

 訪問前から団員達のホストファミリーは

決定しており、メールや SNSで事前に連絡

を取り合っていましたが、いざ対面式とな

ると緊張感に包まれ、一人ひとりの名前が

呼ばれ、ホストファミリーと挨拶を交わし

た瞬間、表情が和らぎ互いに笑みがこぼれ

ていました。 

 滞在中、団員達は視察等の使節団として

の団体行動以外はホストファミリーと過ご

します。初日は少し不安気だった彼らに翌



朝様子を聞くと、「これからの滞在が楽しみ

だ。」、「ホストファミリーに大変良くしても

らっている。」との声が返ってきました。ま

た、終盤にはホストファミリーと 1日自由

に過ごす日があるのですが、近郊都市観光

やピクニックに連れて行ってもらった人、

親戚の結婚式に参列させてもらった人など、

現地でしか味わえない大変貴重な経験が出

来たようです。 

両市の青年使節団交流は、交互に受入れ

を行っており、来年度は尼崎市にアウクス

ブルク青年使節団を受け入れることになり

ます。団員達には、派遣後もホストファミ

リーとしての受け入れや国際交流事業への

協力をお願いしています。最初は義務的に

感じていた彼らですが、帰りのフライトで

は、「こんなに良くしていただいたので、今

度はホストファミリーとして受け入れをし

たい。」「この経験をぜひ兄弟にも勧めたい。」

「留学やホームステイという選択肢のハー

ドルが低くなった。」などと話してくれまし

た。彼らの気持ちが動くということは、そ

れだけ彼らが受けた刺激が強かったという

ことなのでしょう。これには、ホストファ

ミリーの存在が欠かせないと思います。こ

のような心の交流があったからこそ、次に

繋げたいという思いにつながったのだと感

じました。 

見送りに来てくださったホストファミリーと 

 

アウクスブルク市職員との交流 

団員達が市内を案内してもらっている時

間を利用して、都市計画に携わるアウクス

ブルク市職員の方と意見交換を行うことが

できました。街並みをどのように維持され

ているのか、どのような課題を抱えている

のか等のお話を伺いました。 

旧市街地の街並み 

早朝、石畳の路面清掃を行う清掃車 

市庁舎もある旧市街は、石畳の道に壁面

や高さが揃った建物が並んでいます。（本市

北部にあるショッピングセンターの外観が

この街並みをモチーフにしていることを恥

ずかしながら今回の参加で知りました・・・。）

ドイツは地質上、地震がほとんどないこと

から（数十年に一度、震度１程度の地震が

あるかないか）、たくさんの古い建物が残っ

ています。特に旧市街は景観上重要で保全

すべきエリアとして規制が厳しく、許可が

ないと改修等の工事は出来ず、建物を解体

する許可の方は更に難しいそうです。一方

で、外観を守り続けることが重要視されて

おり、内部改修は可能です。住む人にもメ



リットがあるように税制優遇や助成制度も

整っているようです。 

 また、現在 30年後のまちのあり方につい

て計画するプロジェクトが進行中だそうで

す。ミュンヘン郊外として利便性が高いこ

とや移民が多いことから人口増の傾向にあ

るアウクスブルク市は約 10 年ほどで市街

地が飽和状態になる可能性があるそうです

が、“今ある緑地を減らさない”ことを前提

に、既成市街地を活用する方策を検討して

いるとのことです。 

 今回、4 年前に 3 年かけて木工職人が製

作されたという市域の立体模型を見せてい

ただきました。市庁舎や大聖堂、ウルリッ

ヒ教会以外に高い建物がほとんどないこと

が一目瞭然で、新しい建築計画がボリュー

ム的にも街に調和するのかを確認できるも

のでした。 

とは言え、時代の流れやニーズの変化に

伴い、市がコントロールできないケースも

あるとのこと、私が日々の業務で感じてい

る課題や悩みを打ち明けると「我々も同じ

だよ。」と笑っておられました。 

木工職人さんが作られた立体模型 

 

現地イベントへの参加 

自転車先進国としても有名なドイツ。歩

道上に整然と並ぶレンタサイクルが旧市街

地の景観にも馴染んでいました。日本のレ

ンタサイクルと言えば、（あくまで個人的な

感想ですが）前カゴに“レンタサイクル”

と書かれていて、自転車の色合いも赤等の

目立つ色が多いというイメージがあったの

で、国による違いに気付かされました。 

街中にあるレンタサイクル 

そのようななか、土曜日の夕方、市職員

の方から「今日、自転車のイベントがある

んだけど、参加してみる？」というお話が

あり、どのようなイベントなのか詳細も分

からないまま、急きょ、団長と一緒に参加

することにしました。 

同じくアウクスブルク市と姉妹都市である 

長浜市の団長・副団長と一緒に 

それは、第 3 回 Augsburger Radlnacht

というアウクスブル市主催の自転車イベン

トで、「1 日くらい市内から車を追い出そ

う！」という趣旨なのだとか。 

 スタートは 21 時とかなり遅めの時間設

定で、市内 15kmのコースを走ります。スタ

ート時点には、軽食などのブースやミニス

テージが設けられ、生演奏が会場の雰囲気



を盛り上げます。19時頃から続々と人々が

集まり始めました。夜のイベントにもかか

わらず、家族連れが結構多いという印象を

受けました。折り返しポイントではバンド

の生演奏があったり、家の窓から応援をし

てくれる人や観覧しながらベランダでくつ

ろぐ人の姿が見られたりと、市民みんなが

このイベントを受け入れ、楽しんでいるよ

うに感じました。私たちも、昼間とは一味

違う夜の街並みを、借りたマウンテンバイ

クでとても気持ちよく走り抜けることがで

きました。翌日の報道によると、なんと

5,000 人以上もの方が参加されたというこ

とでした。 

 

尼崎市青年使節団の団員達 

 今回の使節団団員は、社会人 1名、大学

生 7名の合計 8名で、留学経験のある団員

もいれば、海外に行くのが初めての団員も

いました。全員、語学が堪能で、ホームス

テイに対する若干の不安はあるものの、そ

れ以外は楽しみしかないという頼もしいメ

ンバーでした。最初は、団員達があまりに

大人しく、どのような団になるのか少し心

配ではありましたが、訪問に向けて行った

10回の事前研修を通して、徐々に打ち解け

ていきました。研修では、自分たちの生ま

れ育ったまちがどのような歴史を持ってい

るのかや尼崎市の現状などについても学び

ました。 

また、滞在中にお世話になった方々が一

堂に会すフェアウェルパーティが開かれる

のですが、彼らには、この日の出し物とし

て「尼崎市のＰＲ映像を作成し、発表する

こと」というミッションが与えられていま

した。社会人や学生として多忙な日々を送

っている彼らでしたが、構成、取材・撮影、

編集など役割分断を決め、全ての工程を自

分たちでやり遂げました。現地でも滞在先

のホストファミリーとの写真を追加するな

ど、直前まで編集作業を行った力作は、み

なさんに喜んでいただきました。 

会場の拍手を受け、満面の笑みの団員達 

 

訪問を振り返って 

無事に全行程を終えることが出来て、関

係者のみなさまには感謝の気持ちで一杯で

す。滞在中は、楽しんでいるか、困ってい

ることはないか、疲れてはいないか、食事

は口に合っているかなど、何度も声をかけ

てくださり、携わってくださる人々の温か

いお心遣いが隋所に溢れていました。また、

長い歴史の中で積み重ねてきた交流活動に

よる効果は、単なる個人の知識や経験に留

まるのではなく、得た経験や感動を様々な

立場や場面で次の人につなぎ分かち合うこ

とで、より長く持続しているように感じま

した。訪問を通して得たものを、私も微力

ながら、次につないでいきたいと思います。 


